
JP 2014-108232 A 2014.6.12

10

(57)【要約】
【課題】解体することなくパチンコ遊技機及びスロット
マシンのどちらも設置することができるとともに、パチ
ンコ遊技機又はスロットマシンの何れが設置された場合
であっても、当該パチンコ遊技機及びスロットマシンの
それぞれから排出された遊技球及びメダルを確実かつ円
滑に回収させることができる島設備を提供する。
【解決手段】パチンコ遊技機Ｐ及びスロットマシンＳか
ら成る遊技機を任意選択的に設置可能な島設備であって
、パチンコ遊技機Ｐから排出された遊技球を回収する遊
技球回収手段４と、スロットマシンＳから排出されたメ
ダルを回収するメダル回収手段５とが上下に並設される
とともに、遊技球回収手段４がメダル回収手段５より上
方の位置に配設されたものである。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パチンコ遊技機及びスロットマシンから成る遊技機を任意選択的に設置可能な島設備で
あって、
　前記パチンコ遊技機から排出された遊技球を回収する遊技球回収手段と、前記スロット
マシンから排出されたメダルを回収するメダル回収手段とが上下に並設されるとともに、
前記遊技球回収手段が前記メダル回収手段より上方の位置に配設されたことを特徴とする
島設備。
【請求項２】
　前記パチンコ遊技機の方が前記スロットマシンより上方の位置に載置されたことを特徴
とする請求項１記載の島設備。
【請求項３】
　前記遊技球回収手段及びメダル回収手段は、それぞれ独立した駆動源を具備するととも
に、それぞれが任意速度で駆動され得ることを特徴とする請求項１又は請求項２記載の島
設備。
【請求項４】
　前記パチンコ遊技機から排出された遊技球を前記遊技球回収手段まで案内する遊技球案
内手段と、前記スロットマシンから排出されたメダルを前記メダル回収手段まで案内する
メダル案内手段とを具備したことを特徴とする請求項１～３の何れか１つに記載の島設備
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ遊技機及びスロットマシンから成る遊技機を任意選択的に設置可能
な島設備に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ遊技機の島設備は、パチンコ店内ホールに設置され、複数のパチンコ遊技機が
横並びに配設されるとともに、それらパチンコ遊技機に対して遊技球を補給するための補
給レーン（遊技球補給手段）及び当該パチンコ遊技機から遊技球を回収するための回収レ
ーン（遊技球回収手段）が配設されている。一方、パチスロ等のスロットマシンの島設備
は、パチンコ遊技機の島設備と同様、パチンコ店内ホールに設置され、複数のスロットマ
シンが横並びに配設されるとともに、それらスロットマシンに対してメダルを補給するた
めの補給コンベア（メダル補給手段）及び当該スロットマシンからメダルを回収するため
の回収コンベア（メダル回収手段）が配設されている。なお、かかる先行技術は、文献公
知発明に係るものでないため、記載すべき先行技術文献情報はない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記従来の島設備においては、以下の如き問題があった。
　パチンコ遊技機とスロットマシンとでは使用される遊技媒体が遊技球とメダルとで異な
ることから、１つの島設備にパチンコ遊技機とスロットマシンとを混合して設置させた場
合、パチンコ遊技機から排出された遊技球とスロットマシンから排出されたメダルとが混
在して回収されてしまう虞があった。しかるに、パチンコ店内のホールの有効利用や当該
ホールにおけるレイアウトの自由度の向上等を目的として、１つの島設備にパチンコ遊技
機とスロットマシンとを任意選択的に設置するニーズが高まりつつあり、これに対応すべ
く本出願人は鋭意検討するに至った。
【０００４】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、解体することなくパチンコ遊技機
及びスロットマシンのどちらも設置することができるとともに、パチンコ遊技機又はスロ
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ットマシンの何れが設置された場合であっても、当該パチンコ遊技機及びスロットマシン
のそれぞれから排出された遊技球及びメダルを確実かつ円滑に回収させることができる島
設備を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１記載の発明は、パチンコ遊技機及びスロットマシンから成る遊技機を任意選択
的に設置可能な島設備であって、前記パチンコ遊技機から排出された遊技球を回収する遊
技球回収手段と、前記スロットマシンから排出されたメダルを回収するメダル回収手段と
が上下に並設されるとともに、前記遊技球回収手段が前記メダル回収手段より上方の位置
に配設されたことを特徴とする。
【０００６】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の島設備において、前記パチンコ遊技機の方が前
記スロットマシンより上方の位置に載置されたことを特徴とする。
【０００７】
　請求項３記載の発明は、請求項１又は請求項２記載の島設備において、前記遊技球回収
手段及びメダル回収手段は、それぞれ独立した駆動源を具備するとともに、それぞれが任
意速度で駆動され得ることを特徴とする。
【０００８】
　請求項４記載の発明は、請求項１～３の何れか１つに記載の島設備において、前記パチ
ンコ遊技機から排出された遊技球を前記遊技球回収手段まで案内する遊技球案内手段と、
前記スロットマシンから排出されたメダルを前記メダル回収手段まで案内するメダル案内
手段とを具備したことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１の発明によれば、パチンコ遊技機から排出された遊技球を回収する遊技球回収
手段と、スロットマシンから排出されたメダルを回収するメダル回収手段とが上下に並設
されるとともに、遊技球回収手段がメダル回収手段より上方の位置に配設されたので、解
体することなくパチンコ遊技機及びスロットマシンのどちらも設置することができるとと
もに、パチンコ遊技機又はスロットマシンの何れが設置された場合であっても、当該パチ
ンコ遊技機及びスロットマシンのそれぞれから排出された遊技球及びメダルを確実かつ円
滑に回収させることができる。
【００１０】
　すなわち、通常、パチンコ遊技機の方がスロットマシンより高い位置に設置されること
から、パチンコ遊技機から排出される遊技球を回収する遊技球回収手段の方がスロットマ
シンから排出されるメダルを回収するメダル回収手段より上方の位置に配設することで、
遊技機の規定の設置位置に応じた遊技球又はメダルの回収を行わせることができ、遊技球
及びメダルの確実かつ円滑な回収を行わせることができるのである。
【００１１】
　請求項２の発明によれば、パチンコ遊技機の方がスロットマシンより上方の位置に載置
されたので、パチンコ遊技機とスロットマシンとを混合させつつそれぞれを規定の設置状
態にて容易かつ円滑に設置することができる。すなわち、島設備に設置される遊技機にお
いては、パチンコ遊技機に対する操作位置（ハンドル位置）はスロットマシンに対する遊
技位置（押圧ボタン位置）より高い位置にあり、パチンコ遊技機の方がスロットマシンよ
り上方の位置にて遊技されるので、その遊技位置に応じた規定の設置状態とすることがで
きるのである。
【００１２】
　請求項３の発明によれば、遊技球回収手段及びメダル回収手段は、それぞれ独立した駆
動源を具備するとともに、それぞれが任意速度で駆動され得るので、回収すべき遊技媒体
（遊技球又はメダル）に応じて駆動速度を設定することができ、より確実かつ円滑に遊技
球又はメダルを回収させることができる。
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【００１３】
　請求項４の発明によれば、パチンコ遊技機から排出された遊技球を遊技球回収手段まで
案内する遊技球案内手段と、スロットマシンから排出されたメダルをメダル回収手段まで
案内するメダル案内手段とを具備したので、パチンコ遊技機から排出された遊技球とスロ
ットマシンから排出されたメダルとを区分けして、これら遊技球及びメダルが混在してし
まうのを回避しつつそれぞれを確実に回収させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態に係る島設備を示す全体正面図
【図２】同島設備を示す横断面図
【図３】同島設備における載置手段を示す全体正面図
【図４】同載置手段（載置台が前後方向第１位置にある状態）を示す縦断面図
【図５】同載置手段（載置台が前後方向第２位置にある状態）を示す縦断面図
【図６】同島設備における案内部を示す断面図
【図７】同載置手段における載置台を示す平面図及び背面図
【図８】図７におけるＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線断面図
【図９】同島設備における他の載置手段を示す全体正面図
【図１０】同島設備における遊技球案内手段及びメダル案内手段を示す平面図
【図１１】同島設備における遊技球案内手段を示す側面図
【図１２】同島設備におけるメダル案内手段を示す側面図及び平面図
【図１３】同島設備における遊技球案内手段及びメダル案内手段を示す断面図
【図１４】同島設備における遊技球回収手段及びメダル回収手段を示す正面図
【図１５】同島設備における遊技球回収手段及びメダル回収手段を示す平面図
【図１６】同島設備における遊技球回収手段（メダル回収手段）を示す断面図
【図１７】同島設備における遊技球補給手段及びメダル補給手段を示す平面図
【図１８】同島設備における遊技球補給手段及びメダル補給手段を示す断面図
【図１９】同島設備における遊技球補給手段における第１案内手段を示す正面図
【図２０】同島設備におけるメダル補給手段における第２案内手段を示す正面図
【図２１】同島設備に適用される遊技機用椅子を示す側面図
【図２２】同遊技機用椅子の固定手段を構成する受け体を示す平面図及び側面図
【図２３】同遊技機用椅子の固定手段を構成する固定プレートを示す平面図及び側面図
【図２４】同遊技機用椅子を床に固定させた状態を示す断面図
【図２５】同遊技機用椅子の固定位置を変更させた状態を示す模式図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら具体的に説明する。
　本実施形態に係る島設備は、パチンコ遊技店内のホール等、遊技場の床に固定されるも
ので、図１、２に示すように、遊技球を遊技媒体として使用して遊技するパチンコ遊技機
Ｐと、メダルを遊技媒体として使用して遊技するスロットマシンＳ（所謂「パチスロ」と
称される遊技機）とから成る遊技機を任意選択的に設置可能とされるとともに、載置手段
１と、遊技球回収手段４と、メダル回収手段５と、遊技球案内手段６と、メダル案内手段
８と、遊技球補給手段１１と、メダル補給手段１２とを有して構成されている。
【００１６】
　本実施形態に係る島設備は、床面に固設されたフレーム部Ｆを筐体として構成されてお
り、当該フレーム部Ｆの所定位置には、複数の柱部Ｈ１～Ｈ５が取り付けられるとともに
、その隣接する柱部Ｈの間の部位には、載置台３を有した載置手段１が取り付けられてい
る。かかる載置手段１は、図３～５に示すように、左右一対の側板部２ａと、当該側板部
２ａを連結する下板部２ｃ及び上板部２ｂとから成る枠体２を有し、載置台３が当該枠体
２の所定部位に取り付けられて構成されている。
【００１７】
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　枠体２は、一対の側板部２ａと、一対の側板部２ａの下部を互いに連結する下板部２ｃ
と、一対の側板部２ａの上部を互いに連結する上板部２ｂとにより略ロ字状に構成される
とともに、載置台３を取り付ける位置には固定板部２ｄが固定されている。かかる固定板
部２ｄは、上板部２ｂ及び下板部２ｃと同様、一対の側板部２ａを互いに連結するものと
されるとともに、載置台３を前後方向第１位置Ｐｂ（図４参照）と前後方向第２位置Ｓｂ
（図５参照）との何れかで固定可能とされている。
【００１８】
　より具体的には、本実施形態に係る載置台３は、図７、８に示すように、下側板部３ａ
と上側板部３ｂとを接合（接着等）させて成るもので、所定位置には、一端側に前進位置
用ボルト挿通位置ｈ１及び他端側に後退位置用ボルト挿通位置ｈ２がそれぞれ設定された
長孔ｈが形成されている。なお、同図中符号ｂは、下側板部３ａの突端部及び上面と、上
側板部３ｂの突端部及びその近傍を覆って保護する金属製板材を示している。
【００１９】
　そして、固定板部２ｄには、載置台３の前進位置用ボルト挿通位置ｈ１又は後退位置用
ボルト挿通位置ｈ２と合致し得るボルト孔がそれぞれ形成されており、図４に示すように
、前進位置用ボルト挿通位置ｈ１と固定板部２ｄのボルト孔を合致させつつボルトＢ２を
螺合させることにより、載置台３を前後方向第１位置Ｐｂにて固定板部２ｄに固定させ得
るとともに、図５に示すように、後退位置用ボルト挿通位置ｈ２と固定板部２ｄのボルト
孔を合致させつつボルトＢ２を螺合させることにより、載置台３を前後方向第２位置Ｓｂ
にて固定板部２ｄに固定させ得るよう構成されている。
【００２０】
　すなわち、本実施形態に係る載置台３は、載置された遊技機（パチンコ遊技機Ｐ又はス
ロットマシンＳ）に応じて前後方向（図３における紙面垂直方向）に移動して所定位置に
て固定可能とされており、パチンコ遊技機Ｐが載置された状態の前後方向第１位置Ｐｂ（
図４参照）と、スロットマシンＳが載置された状態の前後方向第２位置Ｓｂ（図５参照）
との間で移動可能とされるとともに、当該前後方向第１位置Ｐｂの方が前後方向第２位置
Ｓｂより前方の位置（遊技者側に突出した位置）に設定されている。
【００２１】
　また、枠体２を構成する上板部２ｂは、載置台３に載置された遊技機（パチンコ遊技機
Ｐ又はスロットマシンＳ）の上部を支持し得る位置に設定されている。しかして、本実施
形態に係る載置手段１は、枠体２に対して載置台３が前後に移動可能とされ、かつ、当該
載置台３に載置された遊技機の上部を上板部２ｂにて支持するものとされている。これに
より、載置台３上に載置された遊技機（パチンコ遊技機Ｐ又はスロットマシンＳ）を枠体
２に対して確実かつ安定して固定することができる。
【００２２】
　さらに、載置手段１が取り付けられる柱部（Ｈ１～Ｈ５）には、図６に示すように、載
置手段１を構成する枠体２の上下方向に対する移動を案内する案内部Ｈ２ａが形成されて
いる。なお、柱部Ｈ２に形成された案内部Ｈ２ａについて説明するが、他の柱部に形成さ
れた案内部も同様の構成である。案内部Ｈ２ａは、柱部（Ｈ１～Ｈ５）の内壁に上下方向
に延びて形成された溝形状から成り、この溝形状に枠体２の側板部２ａが上下方向に移動
可能に嵌合されることにより、枠体２の上下方向に対する移動を案内し得るようになって
いる。
【００２３】
　一方、下板部２ｃの両端部には、それぞれ金属製の固定ブラケットａが取り付けられて
おり、これら固定ブラケットａを介してボルトＢ１を柱部（Ｈ１～Ｈ５）に対して螺合さ
せることにより、枠体２及び載置台３が所定高さにて固定され得るようになっている。こ
のように、本実施形態に係る載置手段１は、遊技機を載置可能な載置台３と枠体２とが島
設備に対して上下方向に移動可能とされており、載置台３に載置される遊技機に応じて上
下方向に移動して所定高さにて固定可能とされているのである。
【００２４】
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　また、本実施形態に係る載置台３は、図２に示すように、枠体２と共に上下方向に移動
可能とされ、パチンコ遊技機Ｐが載置された状態の第１位置Ｐａと、スロットマシンＳが
載置された状態の第２位置Ｓａとの間で移動可能とされるとともに、当該第１位置Ｐａの
方が第２位置Ｓａより高い位置に設定されている。すなわち、柱部（Ｈ１～Ｈ５）の内壁
には、上下一対のボルト孔が形成されており、固定ブラケットａに形成されたボルト孔が
上側のボルト孔と合致した状態でボルトＢ１にて螺合させると、パチンコ遊技機Ｐが載置
された状態の第１位置Ｐａにて載置手段１を固定させ得るとともに、固定ブラケットａに
形成されたボルト孔が下側のボルト孔と合致した状態でボルトＢ１にて螺合させると、ス
ロットマシンＳが載置された状態の第２位置Ｓａにて載置手段１を固定させ得るようにな
っている。
【００２５】
　なお、枠体２の側板部２ａには、樹脂材から成るブッシュＧが取り付けられており、当
該ブッシュＧを介在させつつ案内部Ｈ２ａに側板部２ａが嵌合した状態とされている。こ
れにより、載置手段１を上下方向に移動させる際、ブッシュＧを介して枠体２の側板部２
ａを案内部Ｈ２ａにて円滑に摺動させることができるとともに、当該案内部Ｈ２ａに対す
る側板部２ａの嵌合をより確実に行わせることができる。
【００２６】
　以上のように、本実施形態に係る載置台３は、パチンコ遊技機Ｐを載置させる際は、固
定板部２ｄに対して前後方向第１位置Ｐｂに固定されるとともに、柱部（Ｈ１～Ｈ５）に
対して上側の位置である第１位置Ｐａに固定され、かつ、スロットマシンＳを載置させる
際は、固定板部２ｄに対して前後方向第２位置Ｓｂに固定されるとともに、柱部（Ｈ１～
Ｈ５）に対して下側の位置である第２位置Ｓａに固定されるのである。そして、前後方向
第１位置Ｐｂの方が前後方向第２位置Ｓｂより前方の位置（遊技者側に突出した位置）に
設定されているとともに、第１位置Ｐａの方が第２位置Ｓａより高い位置に設定されてい
る。
【００２７】
　また、本実施形態においては、隣接する柱部（Ｈ１～Ｈ５）の離間寸法を任意設定する
ことにより、上記の如く遊技機を２台左右に並べて載置可能な載置手段１が取り付けられ
ているとともに、図９に示すように、遊技機を１台載置可能な載置手段１’（一対の側板
部２’ａと、下板部２’ｃ及び上板部２’ｂと、固定板部２’ｄとを有する載置手段１’
）が取り付けられている。かかる載置手段１’は、載置台３’の幅寸法が遊技機１台分に
設定された点においては幅寸法が遊技機２台分に設定された載置手段１と相違するものの
、その他においては、上記した載置手段１と同様の構成及び機能を有するものである。
【００２８】
　遊技球回収手段４は、パチンコ遊技機Ｐから排出された遊技球を回収するためのもので
、図１に示すように、島設備の長手方向に沿って延設された搬送コンベアにて構成されて
いる。かかる遊技球回収手段４は、図１４～１６に示すように、駆動源としてのモータＭ
１と、該モータＭ１の駆動力により回動する搬送体ｃ１と、該搬送体ｃ１を懸架する駆動
プーリＰ１及び従動プーリＰ２（図１参照）とを有して構成されている。
【００２９】
　搬送体ｃ１は、樹脂部品を長手方向に複数組み合わせた無端状部材から成るもので、図
１６（ａ）に示すように、その搬送面には、搬送部ｅと、凸部ｄと、孔部ｇとが形成され
ている。そして、パチンコ遊技機Ｐから排出されて搬送体ｃ１に至った遊技球ｙは、同図
に示すように、その下部が孔部ｇに嵌りつつ当該搬送体ｃ１の回動方向に搬送されること
となる。また、搬送体ｃ１の搬送部（図中上部の往動側）の下面には、同図に示すように
、板材ｆが延設されており、当該板材ｆの上面において搬送体ｃ１の搬送部が摺動し得る
よう構成されている。
【００３０】
　メダル回収手段５は、スロットマシンＳから排出されたメダルを回収するためのもので
、図１に示すように、島設備の長手方向に沿って延設された搬送コンベアにて構成されて
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いる。かかるメダル回収手段５は、図１４～１６に示すように、駆動源としてのモータＭ
２と、該モータＭ２の駆動力により回動する搬送体ｃ２と、該搬送体ｃ２を懸架する駆動
プーリＰ３及び従動プーリＰ４（図１参照）とを有して構成されている。
【００３１】
　搬送体ｃ２は、搬送体ｃ１と同様、樹脂部品を長手方向に複数組み合わせた無端状部材
から成るもので、図１６（ｂ）に示すように、その搬送面には、搬送部ｅと、凸部ｄと、
孔部ｇとが形成されている。そして、スロットマシンＳから排出されて搬送体ｃ２に至っ
たメダルｑは、同図に示すように、凸部ｄに引っ掛かりつつ当該搬送体ｃ２の回動方向に
搬送されることとなる。また、搬送体ｃ２の搬送部（図中上部の往動側）の下面には、同
図に示すように、板材ｆが延設されており、当該板材ｆの上面において搬送体ｃ２の搬送
部が摺動し得るよう構成されている。
【００３２】
　ここで、本実施形態においては、図１３に示すように、遊技球回収手段４を構成する搬
送コンベアは、島設備のフレームＦａ上に配設されるとともに、メダル回収手段５を構成
する搬送コンベアは、フレームＦａより下方に位置する島設備のフレームＦｂ上に配設さ
れている。すなわち、本実施形態においては、島設備内において、遊技球回収手段４とメ
ダル回収手段５とが上下に並設されるとともに、遊技球回収手段４の方がメダル回収手段
５より上側に位置しているのである。
【００３３】
　また、本実施形態に係る遊技球回収手段４及びメダル回収手段５は、それぞれ独立した
駆動源としてのモータＭ１、Ｍ２を具備するとともに、それぞれが任意速度で駆動され得
るよう構成されている。これにより、遊技球回収手段４の搬送体ｃ１の回動速度（搬送速
度）とメダル回収手段５の搬送体ｃ２の回動速度（搬送速度）とを異ならせることができ
、例えば遊技球回収手段４の搬送体ｃ１の回動速度をメダル回収手段５の搬送体ｃ２の回
動速度より遅く設定することにより、遊技球を確実かつ安定して搬送させることができる
。なお、図１５中符号Ｍ１ａ、Ｍ２ａは、モータＭ１、Ｍ２の出力軸を示しており、当該
出力軸Ｍ１ａと駆動プーリＰ１、及び出力軸Ｍ２ａと駆動プーリＰ３とが連結され、モー
タＭ１、Ｍ２の駆動力が搬送体ｃ１、ｃ２にそれぞれ伝達され得るようになっている。
【００３４】
　さらに、本実施形態に係る遊技球回収手段４及びメダル回収手段５は、図１３に示すよ
うに、島設備の幅方向Ｗに対して中央で延設されている。すなわち、遊技球回収手段４及
びメダル回収手段５は、島設備の一方の面に設置された遊技機（例えば、同図に示すよう
に、左側の面に設置されたパチンコ遊技機Ｐ）との間の離間寸法と、他方の面に設置され
た遊技機（例えば、同図に示すように、右側の面に設置されたスロットマシンＳ）との間
の離間寸法とが略同一とされつつ島設備の長手方向に延設されているのである。
【００３５】
　遊技球回収手段４の上部には、図１１、１３に示すように、パチンコ遊技機Ｐから排出
された遊技球を遊技球回収手段４まで案内する遊技球案内手段６が配設されている。かか
る遊技球案内手段６は、遊技球回収手段４の左右に配設された受け部材から成り、それぞ
れの遊技球案内手段６は、支持フレーム７にて揺動可能に支持されている。具体的には、
遊技球案内手段６は、支持フレーム７に形成された揺動軸Ｌを中心に揺動可能とされ、遊
技球を受け得る受け位置（図１１の左側の状態）と、上方に跳ね上げられた跳ね上げ位置
（同図の右側の状態）との間を移動可能とされている。
【００３６】
　また、遊技球案内手段６は、図１０に示すように、載置手段１（載置台３）の幅と対応
した幅寸法に設定されており、島設備の長手方向に亘って複数形成されている。しかして
、パチンコ遊技機Ｐが載置された載置手段１に対応する遊技球案内手段６は、遊技球を受
け得る受け位置とされ、スロットマシンＳが載置された載置手段１に対応する遊技球案内
手段６は、上方に跳ね上げられた跳ね上げ位置とされる。なお、遊技球案内手段６は、遊
技球を受け得る受け位置のとき、遊技球回収手段４に向かって所定角度傾斜した状態とさ



(8) JP 2014-108232 A 2014.6.12

10

20

30

40

50

れている。これにより、パチンコ遊技機Ｐから排出されて落下した遊技球は、遊技球案内
手段６にて受けられ、そこから自重により転がって遊技球回収手段４に至るようになって
いる。
【００３７】
　一方、載置手段１に取り付けられた載置台３は、図７、１０に示すように、遊技機を載
置する部位の近傍に切欠きｋが形成されており、その載置台３に載置されたスロットマシ
ンＳから排出されたメダルをメダル回収手段５まで案内するメダル案内手段８が当該切欠
きｋに取付可能とされている。かかるメダル案内手段８は、図１２に示すように、上部に
形成された開口部８ａにてメダルを受け得るとともに、そのメダルを下部に形成された開
口部８ｂから排出させ得るものである。
【００３８】
　このメダル案内手段８は、スロットマシンＳが載置された載置手段１の切欠きｋに対し
て任意選択的に取り付けられるものとされ、当該切欠きｋに取り付けられた状態において
、上部の開口部８ａが上方を臨むようになっており、スロットマシンＳから排出されて落
下するメダルを受け得るとともに、下方の開口部８ｂがメダル回収手段５に臨むようにな
っており、上方の開口部８ａで受けたメダルをメダル回収手段５まで案内し得るよう構成
されている。
【００３９】
　なお、スロットマシンＳが載置された載置手段１にパチンコ遊技機Ｐを載置させる場合
、メダル案内手段８を切欠きｋから取り外すとともに、遊技球案内手段６を跳ね上げ位置
から受け位置に揺動させる。また、パチンコ遊技機Ｐが載置された載置手段１にスロット
マシンＳを載置させる場合、遊技球案内手段６を受け位置から跳ね上げ位置に揺動させる
とともに、メダル案内手段８を切欠きｋに取り付けるものとされている。
【００４０】
　本実施形態に係る島設備の一方の端部（遊技球及びメダルが搬送される側）には、図１
に示すように、遊技球揚送手段９及びメダル揚送手段１０がそれぞれ配設されており、遊
技球回収手段４で搬送された遊技球を遊技球揚送手段９にて上方に揚送するとともに、メ
ダル回収手段５で搬送されたメダルをメダル揚送手段１０にて上方に揚送し得るよう構成
されている。そして、これら遊技球揚送手段９及びメダル揚送手段１０にて揚送された遊
技球及びメダルは、それぞれ遊技球補給手段１１及びメダル補給手段１２に至るようにな
っている。
【００４１】
　遊技球補給手段１１及びメダル補給手段１２は、島設備の上部において当該島設備の長
手方向に沿って延設されたもので、図１７、１８に示すように、左右に並設された搬送コ
ンベアから成る。すなわち、図１８に示すように、搬送コンベアを構成する本体ｆ１の略
中央に仕切り部材ｆ２を取り付けるとともに、当該仕切り部材ｆ２で隔成された同図右側
の部位を遊技球を搬送するための遊技球補給手段１１とし、同図左側の部位をメダルを搬
送するためのメダル補給手段１２としているのである。
【００４２】
　遊技球補給手段１１は、パチンコ遊技機Ｐに遊技球を補給するためのもので、図１に示
すように、モータＭ３の出力軸と連結された駆動プーリＰ５と従動プーリＰ６との間に懸
架されつつ回動可能な無端状の搬送ベルト１１ａを有して構成されている。また、本体ｆ
１の側面（図１７、１８中右側の側面）には、当該図１７、１８に示すように、延設部ｆ
３が形成されており、当該延設部ｆ３の縁部には側壁が立設されており、その側壁には、
図１７に示すように、複数の開口部ｔ１が形成されている。
【００４３】
　かかる開口部ｔ１は、遊技機（パチンコ遊技機Ｐ及びスロットマシンＳ）が設置される
部位に対応した位置にそれぞれ形成されており、パチンコ遊技機Ｐが設置される部位に対
応した開口部ｔ１には、パチンコ遊技機Ｐに遊技球を案内する第１案内手段Ａ１が取り付
け可能とされている。この第１案内手段Ａ１は、図１９に示すように、パチンコ遊技機Ｐ
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まで延設された案内部材Ｄ１（例えば蛇腹状部材）が取り付けられており、延設部ｆ３を
転がった遊技球を受け得るとともに、その遊技球を案内部材Ｄ１を介してパチンコ遊技機
Ｐまで案内し得るよう構成されている。
【００４４】
　メダル補給手段１２は、スロットマシンＳにメダルを補給するためのもので、図１に示
すように、モータＭ３の出力軸と連結された駆動プーリＰ５と従動プーリＰ６との間に懸
架されつつ回動可能な無端状の搬送ベルト１２ａを有して構成されている。すなわち、遊
技球補給手段１１及びメダル補給手段１２は、駆動源としてのモータＭ３を共用しつつそ
れぞれ独立した搬送ベルト１１ａ、１２ａを有しているのである。なお、遊技球補給手段
１１及びメダル補給手段１２のそれぞれにモータ等の駆動源を配設し、搬送ベルト１１ａ
、１２ａをそれぞれ回動させるようにしてもよい。
【００４５】
　また、本体ｆ１の側面（図１７、１８中左側の側面）には側壁が立設されており、その
側壁には、図１７に示すように、複数の開口部ｔ２が形成されている。かかる開口部ｔ２
は、遊技機（パチンコ遊技機Ｐ及びスロットマシンＳ）が設置される部位に対応した位置
にそれぞれ形成されており、パチンコ遊技機Ｐが設置される部位に対応した開口部ｔ２に
は、蓋部Ｉが取り付けられるとともに、スロットマシンＳが設置される部位に対応した開
口部ｔ２には、スロットマシンＳにメダルを案内する第２案内手段Ａ２が取り付け可能と
されている。
【００４６】
　この第２案内手段Ａ２は、図２０に示すように、スロットマシンＳまで延設された案内
部材Ｄ２（例えば蛇腹状部材）が取り付けられており、振り分け手段Ｅにて振り分けられ
たメダルを受け得るとともに、そのメダルを案内部材Ｄ２を介してスロットマシンＳまで
案内し得るよう構成されている。かかる振り分け手段Ｅは、振り分け板材Ｅａと、通電に
より作動して振り分け板材Ｅａを上下動させるソレノイドＥｂとを有しており、当該振り
分け板材ＥａがソレノイドＥｂの作動により下降（図２０における２点鎖線で示す状態か
ら実線で示す状態に移動）すると、搬送ベルト１２ａに近接し、当該搬送ベルト１２ａに
て搬送されるメダルが第２案内手段Ａ２側に至るようになっている。しかして、所望の振
り分け手段ＥにおけるソレノイドＥｂを選択的に通電することにより、搬送ベルト１２に
て搬送される過程のメダルを第２案内手段Ａ２によりスロットマシンＳまで案内して補給
することが可能とされている。
【００４７】
　上記したように、本実施形態に係る島設備においては、遊技球補給手段１１からパチン
コ遊技機Ｐに遊技球を案内する第１案内手段Ａ１と、メダル補給手段１２からスロットマ
シンＳにメダルを案内する第２案内手段Ａ２とを有するとともに、設置される遊技機（パ
チンコ遊技機Ｐ又はスロットマシンＳ）に応じて第１案内手段Ａ１及び第２案内手段Ａ２
が遊技球補給手段１１又はメダル補給手段１２の任意位置に設置可能とされている。
【００４８】
　しかるに、遊技球補給手段１１にてパチンコ遊技機Ｐに補給された遊技球は、当該パチ
ンコ遊技機Ｐにて遊技媒体として使用された後、遊技球回収手段４にて再び回収されるこ
ととなり、島設備内において循環することとなる。また、メダル補給手段１２にてスロッ
トマシンＳに補給されたメダルは、当該スロットマシンＳにて遊技媒体として使用された
後、メダル回収手段５にて再び回収されることとなり、島設備内において循環することと
なる。
【００４９】
　またさらに、本実施形態において、パチンコ遊技機Ｐ及びスロットマシンＳから成る遊
技機を任意選択的に設置可能な島設備のパチンコ遊技機Ｐ又はスロットマシンＳと対向し
た位置には、図２１に示すように、遊技者が着座しつつ遊技可能とされた遊技機用椅子１
３が設置されている。この遊技機用椅子１３は、同図に示すように、遊技者が着座可能な
着座部１３ａと、着座部１３ａの下部から延設された脚部１３ｂと、着座部１３ａの背面
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側に形成された背もたれ部１３ｃとを有するとともに、固定手段Ｎ（図２４参照）にて床
に固定されている。
【００５０】
　固定手段Ｎは、対向した位置に設置される遊技機（パチンコ遊技機Ｐ又はスロットマシ
ンＳ）に応じて遊技機用椅子１３を前後方向（遊技機に対して近接又は離間する方向）又
は左右方向（島設備の延設方向）に移動自在としつつ床に対して固定させ得るもので、図
２４に示すように、脚部１３ｂの下端部に形成された受け体１３ｄと、床に固定されると
ともに受け体１３ｄを任意位置で固定可能な固定プレート１４とから成る。
【００５１】
　受け体１３ｄは、図２２に示すように、脚部１３ｂの下端部を挿通可能とされるととも
に、所定位置に孔１３ｄｂが形成されており、当該孔１３ｄｂを介して脚部１３ｂを固定
させるための部材を挿通させることにより、受け体１３ｄと脚部１３ｂとが連結されてい
る。なお、受け体１３ｄと脚部１３ｂとの連結は、汎用的な連結手段（ボルト等の締結手
段等）を用いたものであれば足りる。
【００５２】
　また、受け体１３ｄは、その下端に円板状のフランジ部１３ｄａが形成されており、当
該フランジ部１３ｄａには、複数（本実施形態においては５つ）の取付孔ｉが略同心円上
に形成されている。これら取付孔ｉには、後述する取付用のボルトＢ４（図２４参照）が
挿通可能とされている。なお、フランジ部１３ｄａは、受け体１３ｄと一体のもの或いは
接続部を有して受け体１３ｄに連結されたものの何れであってもよい。
【００５３】
　固定プレート１４は、図２３に示すように、矩形状の板状部材から成り、その隅部に形
成された固定孔ｍと、所定位置に形成された複数の取付孔ｊとを有している。固定孔ｍに
は、固定用のボルトＢ３（図２４参照）が挿通可能とされており、当該ボルトＢ３を床に
螺合させることにより、固定プレート１４を遊技場のホールにおける床に固定可能とされ
ている。
【００５４】
　また、固定プレート１４に形成された取付孔ｊは、受け体１３ｄに形成された取付孔ｉ
と合致し得るとともに、その内周縁面に取付用のボルトＢ４の雄ネジと螺合可能な雌ネジ
が形成されたものである。そして、床に固定された固定プレート１４における任意の取付
孔ｊに対し、受け体１３ｄにおける任意の取付孔ｉを合致させつつボルトＢ４を螺合させ
ることにより、当該受け体１３ｄを任意位置で固定させることができ、遊技機用椅子１３
を対向する遊技機に応じて前後方向又は左右方向に移動自在としつつ床に対して固定させ
ることができる。
【００５５】
　例えば、対向する遊技機がパチンコ遊技機Ｐである場合、図２５（ａ）で示す如く、固
定プレート１４において予め設定された所定の取付孔ｊに対し、受け体１３ｄにおける所
定の取付孔ｉを合致させつつボルトＢ４を螺合させることにより、当該受け体１３ｄを任
意位置で固定させるとともに、対向する遊技機がスロットマシンＳである場合、当該スロ
ットマシンＳの種類や付随して取り付けられる台間装置に応じて、同図（ｂ）（ｃ）に示
す如く、固定プレート１４において予め設定された所定の取付孔ｊに対し、受け体１３ｄ
における所定の取付孔ｉを合致させつつボルトＢ４を螺合させることにより、当該受け体
１３ｄを任意位置で固定させる。
【００５６】
　上記実施形態によれば、パチンコ遊技機Ｐから排出された遊技球を回収する遊技球回収
手段４と、スロットマシンＳから排出されたメダルを回収するメダル回収手段５とが上下
に並設されるとともに、遊技球回収手段４がメダル回収手段５より上方の位置に配設され
たので、解体することなくパチンコ遊技機Ｐ及びスロットマシンＳのどちらも設置するこ
とができるとともに、パチンコ遊技機Ｐ又はスロットマシンＳの何れが設置された場合で
あっても、当該パチンコ遊技機Ｐ及びスロットマシンＳのそれぞれから排出された遊技球
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及びメダルを確実かつ円滑に回収させることができる。
【００５７】
　すなわち、通常、パチンコ遊技機Ｐの方がスロットマシンＳより高い位置に設置される
ことから、パチンコ遊技機Ｐから排出される遊技球を回収する遊技球回収手段４の方がス
ロットマシンＳから排出されるメダルを回収するメダル回収手段５より上方の位置に配設
することで、遊技機の規定の設置位置に応じた遊技球又はメダルの回収を行わせることが
でき、遊技球及びメダルの確実かつ円滑な回収を行わせることができるのである。
【００５８】
　特に、本実施形態において、パチンコ遊技機Ｐの方がスロットマシンＳより上方の位置
に載置されたので、パチンコ遊技機ＰとスロットマシンＳとを混合させつつそれぞれを規
定の設置状態にて容易かつ円滑に設置することができる。すなわち、島設備に設置される
遊技機においては、パチンコ遊技機Ｐに対する操作位置（ハンドル位置）はスロットマシ
ンＳに対する遊技位置（押圧ボタン位置）より高い位置にあり、パチンコ遊技機Ｐの方が
スロットマシンＳより上方の位置にて遊技されるので、その遊技位置に応じた規定の設置
状態とすることができるのである。
【００５９】
　またさらに、本実施形態に係る遊技球回収手段４及びメダル回収手段５は、それぞれ独
立した駆動源（具体的には、モータＭ１及びモータＭ２）を具備するとともに、それぞれ
が任意速度で駆動され得るので、回収すべき遊技媒体（遊技球又はメダル）に応じて駆動
速度を設定（例えば遊技球回収手段４の搬送速度の方がメダル回収手段５の搬送速度より
遅く設定する等）することができ、より確実かつ円滑に遊技球又はメダルを回収させるこ
とができる。
【００６０】
　さらに、上記実施形態によれば、遊技機を載置可能な載置台３を有するとともに、該載
置台３に載置される遊技機に応じて上下方向に移動可能とされ、かつ、所定高さにて固定
可能とされた載置手段１を具備したので、パチンコ遊技機Ｐ及びスロットマシンＳを低コ
ストにて任意に設置することができるとともに、パチンコ遊技機ＰとスロットマシンＳと
を混合させつつそれぞれを規定の設置状態にて容易かつ円滑に設置することができる。
【００６１】
　特に、本実施形態に係る載置台３は、パチンコ遊技機Ｐが載置された状態の第１位置Ｐ
ａと、スロットマシンＳが載置された状態の第２位置Ｓａとの間で移動可能とされるとと
もに、当該第１位置Ｐａの方が第２位置Ｓａより高い位置に設定されたので、パチンコ遊
技機ＰとスロットマシンＳとを混合させつつそれぞれを規定の設置状態にて円滑かつ確実
に設置することができる。
【００６２】
　また、本実施形態に係る載置手段１は、左右一対の側板部２ａと、当該側板部２ａを連
結する下板部２ｃ及び上板部２ｂとから成る枠体２を有し、載置台３が当該枠体２に取り
付けられて構成されるとともに、当該載置台３に載置された遊技機（パチンコ遊技機Ｐ又
はスロットマシンＳ）の上部を上板部２ｂにて支持するので、載置台３を含む枠体２全体
を遊技機に応じて上下方向に移動することができ、遊技機を設置する際の作業性をより向
上させることができる。さらに、枠体２の上下方向に対する移動を案内する案内部（Ｈ２
ａ）が形成されたので、パチンコ遊技機ＰとスロットマシンＳとを混合させつつそれぞれ
を規定の設置状態にてより円滑かつ確実に設置することができる。
【００６３】
　またさらに、本実施形態によれば、パチンコ遊技機Ｐから排出された遊技球を回収する
遊技球回収手段４と、スロットマシンＳから排出されたメダルを回収するメダル回収手段
５とが上下に並設されるとともに、遊技球回収手段４の方がメダル回収手段５より上側に
位置するので、パチンコ遊技機Ｐ及びスロットマシンＳから排出される遊技球及びメダル
の回収を確実かつ円滑に行わせることができる。
【００６４】
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　また、本実施形態に係る載置台３は、遊技機（具体的には、スロットマシンＳ）を載置
する部位の近傍に切欠きｋが形成され、スロットマシンＳから排出されたメダルをメダル
回収手段５まで案内するメダル案内手段８が当該切欠きｋに取付可能とされたので、載置
手段１（具体的には、載置台３）にスロットマシンＳを載置させた際のメダルの回収を確
実に行わせることができる。
【００６５】
　さらに、本実施形態によれば、遊技機を載置可能とされるとともに載置される遊技機に
応じて前後方向に移動して所定位置にて固定可能とされた載置台３が取り付けられた載置
手段１を具備したので、パチンコ遊技機Ｐ及びスロットマシンＳを低コストにて任意に設
置することができるとともに、パチンコ遊技機ＰとスロットマシンＳとを混合させつつそ
れぞれを規定の設置状態にて容易かつ円滑に設置することができる。
【００６６】
　特に、本実施形態に係る載置台３は、パチンコ遊技機Ｐが載置された状態の前後方向第
１位置Ｐｂと、スロットマシンＳが載置された状態の前後方向第２位置Ｓｂとの間で移動
可能とされるとともに、当該前後方向第１位置Ｐｂの方が前後方向第２位置Ｓｂより前方
の位置に設定されたので、パチンコ遊技機ＰとスロットマシンＳとを混合させつつそれぞ
れを規定の設置状態にて円滑かつ確実に設置することができる。
【００６７】
　またさらに、本実施形態によれば、パチンコ遊技機Ｐから排出された遊技球を遊技球回
収手段４まで案内する遊技球案内手段６を具備したので、載置手段１にパチンコ遊技機Ｐ
を載置させた際の遊技球の回収を確実に行わせることができる。加えて、本実施形態によ
れば、遊技球案内手段６と、メダル案内手段８とを具備したので、パチンコ遊技機Ｐから
排出された遊技球とスロットマシンＳから排出されたメダルとを区分けして、これら遊技
球及びメダルが混入してしまうのを回避しつつそれぞれを確実に回収させることができる
。
【００６８】
　さらに、本実施形態に係る載置手段１は、左右一対の側板部２ａと、当該側板部２ａを
連結する下板部２ｃ及び上板部２ｂとから成る枠体２を有し、載置台３が当該枠体２に取
り付けられて構成されるとともに、当該枠体２に対して載置台３が前後に移動可能とされ
、かつ、当該載置台３に載置された遊技機（パチンコ遊技機Ｐ又はスロットマシンＳ）の
上部を上板部２ｂにて支持するので、載置する遊技機に応じて載置台３を前後させつつそ
の遊技機の上部を支持させることができ、遊技機を設置する際の作業性をより向上させる
ことができる。
【００６９】
　また、本実施形態によれば、パチンコ遊技機Ｐから排出された遊技球を回収する遊技球
回収手段４と、スロットマシンＳから排出されたメダルを回収するメダル回収手段５とが
上下に並設されるとともに、当該遊技球回収手段４及びメダル回収手段５は、島設備の幅
方向Ｗに対して中央で延設されたので、パチンコ遊技機ＰとスロットマシンＳとを混合し
て設置させた場合であっても、当該パチンコ遊技機Ｐ及びスロットマシンＳのそれぞれか
ら排出された遊技球及びメダルを確実かつ円滑に回収させることができる。
【００７０】
　すなわち、上述したように、通常、パチンコ遊技機Ｐの方がスロットマシンＳより高い
位置に設置されることから、パチンコ遊技機Ｐから排出される遊技球を回収する遊技球回
収手段４の方がスロットマシンＳから排出されるメダルを回収するメダル回収手段５より
上方の位置に配設することで、遊技機の規定の設置位置に応じた遊技球又はメダルの回収
を行わせることができ、遊技球及びメダルの確実かつ円滑な回収を行わせることができる
のである。
【００７１】
　加えて、遊技球回収手段４及びメダル回収手段５が島設備の幅方向Ｗに対して中央で延
設されたので、島設備における一方の面に設置された遊技機から遊技球回収手段４及びメ
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ダル回収手段５までの離間寸法と、島設備における他方の面に設置された遊技機から遊技
球回収手段４及びメダル回収手段５までの離間寸法とを略同一とすることができ、パチン
コ遊技機から排出された遊技球の回収とスロットマシンから排出されたメダルの回収とを
円滑かつ確実に行わせることができる。
【００７２】
　さらに、本実施形態によれば、パチンコ遊技機Ｐに遊技球を補給する遊技球補給手段１
１と、スロットマシンＳにメダルを補給するメダル補給手段１２とを有するとともに、当
該遊技球補給手段１１及びメダル補給手段１２は、左右に並設された搬送コンベアから成
るので、パチンコ遊技機ＰとスロットマシンＳとを混合して設置させた場合であっても、
当該パチンコ遊技機Ｐ及びスロットマシンＳのそれぞれに補給する遊技球及びメダルを確
実かつ円滑に補給させることができる。
【００７３】
　特に、本実施形態においては、遊技球補給手段１１からパチンコ遊技機Ｐに遊技球を案
内する第１案内手段Ａ１と、メダル補給手段１２からスロットマシンＳにメダルを案内す
る第２案内手段Ａ２とを有するとともに、設置される遊技機に応じて第１案内手段Ａ１及
び第２案内手段Ａ２が遊技球補給手段１１又はメダル補給手段１２の任意位置に設置可能
とされたので、設置島に対して任意の位置にパチンコ遊技機Ｐ又はスロットマシンＳを設
置することができる。
【００７４】
　また、本実施形態に係る遊技球補給手段１１及びメダル補給手段１２は、それぞれ独立
した搬送ベルト１１ａ、１２ａを有するので、遊技球補給手段１１又はメダル補給手段１
２における搬送ベルト１１ａ、１２ａの何れか一方が破損又は変形した際、その搬送ベル
トのみ交換することができる。また、遊技媒体（遊技球又はメダル）に応じた搬送面を有
した搬送ベルト１１ａ、１２ａを用いることができ、より確実かつ円滑に遊技球及びメダ
ルを搬送して対応する遊技機に補給させることができる。
【００７５】
　なお、本実施形態に適用された遊技機用椅子１３によれば、対向した位置に設置される
遊技機に応じて前後方向又は左右方向に移動自在としつつ床に対して固定させ得る固定手
段Ｎを具備したので、パチンコ遊技機ＰとスロットマシンＳとを任意に混合して設置させ
た場合であっても、パチンコ遊技機Ｐ又はスロットマシンＳに対向した位置に遊技機用椅
子１３を容易かつ確実に設置させることができる。
【００７６】
　また、本実施形態に適用された遊技機用椅子１３は、遊技者が着座可能な着座部１３ａ
と、該着座部１３ａの下部から延設された脚部１３ｂとを有するとともに、固定手段Ｎは
、脚部１３ｂの下端部に形成された受け体１３ｄと、床に固定されるとともに受け体１３
ｄを任意位置で固定可能な固定プレート１４とから成るので、より容易かつ確実に、パチ
ンコ遊技機Ｐ又はスロットマシンＳに対向した位置に遊技機用椅子１３を設置させること
ができる。
【００７７】
　さらに、本実施形態に適用された遊技機用椅子１３においては、島設備が、パチンコ遊
技機Ｐ及びスロットマシンＳが任意位置に設置可能とされたので、パチンコ遊技機Ｐとス
ロットマシンＳとを混合させつつ設置することができる島設備に対応して遊技機用椅子１
３を規定の位置に設置することができる。なお、適用される遊技機用椅子１３は、上述の
如く対向する遊技機に応じた位置にて床に固定されるものに限らず、脚部１３ｂが一定の
位置にて固定され、かつ、対向する遊技機に応じて着座部１３ａが脚部１３ｂに対して前
後方向又は左右方向に移動自在とされたものであってもよい。
【００７８】
　以上、本実施形態について説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、パチ
ンコ遊技機Ｐから排出された遊技球を回収する遊技球回収手段４と、スロットマシンＳか
ら排出されたメダルを回収するメダル回収手段５とが上下に並設されるとともに、遊技球
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回収手段４がメダル回収手段５より上方の位置に配設されたものであれば足り、例えば載
置台３が上下方向又は前後方向に移動せず島設備に対して固定位置（但し、パチンコ遊技
機Ｐの方がスロットマシンＳより高い位置に載置されたものが好ましい）とされたもので
あってもよい。
【００７９】
　また、遊技媒体（遊技球及びメダル）を回収するための遊技球回収手段４及びメダル回
収手段５は、上記実施形態のものに限定されず、例えば搬送コンベアとは異なる他の形態
のものとしてもよい。さらに、遊技球補給手段１０及びメダル補給手段１２は、上記実施
形態のものに限定されず、他の形態のものとしてもよく、或いは遊技機に対する遊技球又
はメダルの何れか一方若しくは両方の補給を作業員が手作業にて行うものとしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８０】
　パチンコ遊技機及びスロットマシンから成る遊技機を任意選択的に設置可能な島設備で
あって、パチンコ遊技機から排出された遊技球を回収する遊技球回収手段と、スロットマ
シンから排出されたメダルを回収するメダル回収手段とが上下に並設されるとともに、遊
技球回収手段がメダル回収手段より上方の位置に配設されたものであれば、外観形状が異
なるもの或いは他の機能が付加されたもの等にも適用することができる。
【符号の説明】
【００８１】
１　載置手段
２　枠体
３　載置台
４　遊技球回収手段
５　メダル回収手段
６　遊技球案内手段
７　支持フレーム
８　メダル案内手段
９　遊技球揚送手段
１０　メダル揚送手段
１１　遊技球補給手段
１２　メダル補給手段
１３　遊技機用椅子
１４　固定プレート
Ｐ　パチンコ遊技機
Ｓ　スロットマシン
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